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ふ
く
ろ
う
の
イ
メ
ー
ジ
と
不
孝
に
つ
い
て
の
一
試
論

三
三
一
（
三
三
一
）　

は
じ
め
に

ふ
く
ろ
う
は
、
西
洋
で
は
知
恵
と
戦
争
の
女
神
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

（
ア
テ
ナ
）
を
象
徴
す
る
鳥
で
あ
り
、
現
在
で
も
書
店
な
ど
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
に
多
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
国
に
お
い
て
ふ
く

ろ
う
は
通
時
的
に
「
悪
鳥
」
と
さ
れ
て
き
た）

1
（

。
こ
れ
ま
で
筆
者
は
、

殷
代
か
ら
漢
代
に
至
る
ま
で
の
ふ
く
ろ
う
の
悪
鳥
観
に
つ
い
て
、

文
献
資
料
と
図
像
資
料
の
両
面
か
ら
検
討
し
た）

2
（

。
そ
の
結
果
、
文

献
資
料
上
、
ふ
く
ろ
う
が
悪
鳥
と
さ
れ
る
そ
も
そ
も
の
原
因
は
、

そ
の
鳴
き
声
「
悪
声
」
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
画

像
石
な
ど
図
像
資
料
に
刻
ま
れ
た
ふ
く
ろ
う
は
、
瑞
鳥
で
あ
る
鳳

凰
と
同
様
に
死
者
を
冥
界
（
仙
界
）
に
導
く
神
鳥
で
も
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
献
資
料
で
は
、
た

だ
鳴
き
声
を
「
悪
声
」
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
「
不
孝
」

と
い
う
道
徳
的
価
値
観
や
「
食
母
」
と
い
う
実
態
に
反
す
る
性
格

が
付
与
さ
れ
て
い
く
。
本
稿
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス

イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、

一
仮
説
を
提
示
し
て
み
た
い
。
引
い
て
は
、
古
代
社
会
が
周
囲
の

鳥
獣
を
い
か
に
象
徴
化
し
伝
承
し
て
い
く
の
か
を
検
討
す
る
も
の

で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
ふ
く
ろ
う
以
外
に
も
多
く
の
鳥
名
を
紹
介
す

る
が
、
あ
る
鳥
名
に
つ
い
て
現
在
の
ど
の
鳥
に
比
定
し
う
る
か
と

い
う
こ
と
を
議
論
す
る
の
は
避
け
、
そ
の
鳥
の
性
質
が
ど
の
よ
う

に
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
問
題
に
重
点
を
置
く
。

一　

不
孝
鳥
と
食
母

（
一
）
ふ
く
ろ
う
の
イ
メ
ー
ジ

漢
代
、
文
献
に
お
け
る
ふ
く
ろ
う
は
、
悪
声
の
鳥
・
不
祥
の
鳥

ふ
く
ろ
う
の
イ
メ
ー
ジ
と
不
孝
に
つ
い
て
の
一
試
論

　
　

─
五
月
と
の
関
係
か
ら

─

矢　

島　

明
希
子
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三
三
二

と
い
う
評
価
が
強
く
、「
不
孝
」
と
い
う
評
価
は
ま
れ
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
悪
声
・
不
祥
と
評
価
さ
れ
る
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み

よ
う
。

《
悪
声
の
鳥
》

『
詩
』
陳
風
墓
門
「
鴞
」
毛
伝

鴞
、
惡
聲
之
鳥
也
。

（
鴞
、
惡
聲
の
鳥
也
。）

漢
・
劉
向
『
説
苑
』
談
叢

梟
逢
鳩
。
鳩
曰
「
子
將
安
之
？
」
梟
曰
「
我
將
東
徙
。」
鳩

曰
「
何
故
？
」
梟
曰
「
鄕
人
皆
惡
我
鳴
。
以
故
東
徙
。」
鳩

曰
「
子
能
更
鳴
可
矣
。
不
能
更
鳴
、
東
徙
猶
惡
子
之
聲
。」

（
梟
、
鳩
に
逢
う
。
鳩
曰
く
「
子
將
に
安い

づ

く
に
之
か
ん
と

す
る
や
？
」
と
。
梟
曰
く
「
我
將
に
東
の
か
た
徙
ら
ん
と

す
」
と
。
鳩
曰
く
「
何
の
故
な
ら
ん
や
？
」
梟
曰
く
「
鄕
人

皆
我
が
鳴
く
を
惡に

く

む
。
以
て
故
に
東
に
徙
る
」
と
。
鳩
曰
く

「
子
能
く
鳴
を
更
う
る
こ
と
可
な
る
か
。
鳴
を
更
う
る
こ
と

能
わ
ざ
れ
ば
、
東
徙
す
る
も
猶
お
子
の
聲
を
惡
ま
ん
」
と
。）

こ
の
よ
う
に
、
梟
の
声
を
悪
と
す
る
例
は
、
右
の
他
に
、『
漢

書
』
五
武
子
列
伝）

3
（

や
『
晏
子
春
秋
』
内
篇
雑
下
・
柏
常
騫
禳
梟
死

将
為
景
公
請
寿
晏
子
識
其
妄
篇）

4
（

な
ど
に
も
見
え
る
。

《
不
祥
の
鳥
》

後
漢
・
許
慎
『
説
文
』
第
四
篇
上
隹
部

雈
、
𨾦
（
鴟
）
屬
。
从
隹
从
𦫳
。
有
毛
角
。
所
鳴
其
民
有
旤
。

（
雈
は
鴟
の
屬
。
隹
に
从
い
𦫳
に
从
う
。
毛
角
有
り
。
鳴
く

所
其
の
民
に
旤

わ
ざ
わ
い有
り
。）

後
漢
・
班
固
『
漢
書
』
賈
誼
傳
・
服
鳥
賦

誼
爲
長
沙
傅
三
年
、
有
服
飛
入
誼
舍
、
止
於
坐
隅
。
服
似
鴞
、

不
祥
鳥
也
。

（
誼
、
長
沙
の
傅
爲
る
こ
と
三
年
、
服
有
り
て
誼
の
舍
に
飛

び
入
り
、
坐
隅
に
止
ま
る
。
服
は
鴞
に
似
て
、
不
祥
の
鳥

也
。）

中
国
古
代
に
お
い
て
、
特
定
の
鳥
が
凶
兆
と
し
て
機
能
す
る
場

合
が
あ
る）

5
（

。
賈
誼
の
屋
敷
に
舞
い
込
ん
だ
ふ
く
ろ
う
も
賈
誼
に
死

期
を
知
ら
せ
る
凶
兆
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
闇
夜
に
鳴
く
ふ

く
ろ
う
の
声
は
「
悪
」
や
「
妖
」
と
さ
れ）

6
（

、
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ

へ
傾
い
て
い
く）

7
（

。

（
二
）
不
孝
鳥

管
見
の
限
り
、
ふ
く
ろ
う
を
明
確
に
「
不
孝
」
と
す
る
最
初
の

伝
世
文
献
は
『
説
文
』
で
あ
る
。

『
説
文
』
第
五
篇
下
木
部

不
孝
鳥
也
。
日
至
、
捕
梟
磔
之
。
从
鳥
、
頭
在
木
上
。

（
三
三
二
）　
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（
不
孝
鳥
也
。
日
至
ら
ば
、
梟
を
捕
え
て
之
を
磔
す
。
鳥
に

从
い
、
頭
木
上
に
在
り
。）

一
体
な
ぜ
、
ふ
く
ろ
う
は
「
不
孝
」
な
の
だ
ろ
う
か
。
右
の

『
説
文
』
の
記
述
か
ら
は
判
断
し
が
た
い
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
前
に
、
ま
ず
「
孝
」
に
つ
い
て
確
認
し
よ

う
。
加
地
伸
行
氏
は
、
孝
と
は
本
来
、
祖
先
祭
祀
や
宗
廟
の
礼
制

の
礎
で
あ
り
、
祖
先
祭
祀
を
行
う
こ
と
に
よ
り
死
の
不
安
・
恐
怖

の
克
服
を
は
か
る
と
い
う
、
死
生
観
に
関
わ
る
孝
の
宗
教
性
が
根

本
に
あ
っ
た
が
、
一
般
的
に
は
子
の
親
へ
の
愛
と
そ
れ
を
政
治
的

に
敷
延
し
た
統
治
思
想
と
解
釈
さ
れ
る
と
い
う）

8
（

。
こ
の
よ
う
な
、

親
族
倫
理
（
親
族
秩
序
）
を
一
般
倫
理
（
社
会
秩
序
）
に
転
換
す

る
「
孝
」
思
想
は
戦
国
時
代
に
生
み
出
さ
れ
、
時
代
と
状
況
に

よ
っ
て
異
な
る
多
面
的
な
様
相
を
見
せ
る）

9
（

。

で
は
、
具
体
的
に
は
何
が
不
孝
に
当
た
る
の
だ
ろ
う
か
。『
孟

子
』
離
婁
下
は
、
以
下
の
よ
う
な
五
つ
の
不
孝
を
挙
げ
て
い
る
。

孟
子
曰
「
世
俗
所
謂
不
孝
者
五
。
惰
其
四
支
、
不
顧
父
母
之

養
、
一
不
孝
也
。
博
弈
好
飮
酒
、
不
顧
父
母
之
養
、
二
不
孝

也
。
好
貨
財
、
私
妻
子
、
不
顧
父
母
之
養
、
三
不
孝
也
。
從

耳
目
之
欲
、
以
爲
父
母
戮
、
四
不
孝
也
。
好
勇
闘
很
、
以
危

父
母
、
五
不
孝
也
。」

（
孟
子
曰
く
「
世
俗
の
所い

わ

謂ゆ
る

不
孝
な
る
者
五
つ
。
其
の
四
支

を
惰
り
、
父
母
の
養
を
顧
み
ざ
る
は
、
一
の
不
孝
也
。
博
弈

し
て
飮
酒
を
好
み
、
父
母
の
養
を
顧
み
ざ
る
は
、
二
の
不
孝

也
。
貨
財
を
好
み
、
妻
子
に
の
み
私
し
、
父
母
の
養
を
顧
み

ざ
る
は
、
三
の
不
孝
也
。
耳
目
の
欲
を
從

ほ
し
い
ま
まに
し
、
以
て
父

母
の
戮

は
ず
か
しめ
を
爲
す
は
、
四
の
不
孝
也
。
勇
を
好
み
闘
很
し
、

以
て
父
母
を
危
う
く
す
る
は
、
五
の
不
孝
也
」
と
。）

こ
こ
に
挙
が
る
不
孝
は
、
父
母
か
ら
受
け
た
養
育
の
恩
に
報
い

な
い
こ
と
、
父
母
を
傷
つ
け
る
こ
と
を
い
う
。
不
孝
が
父
母
を
害

す
る
こ
と
を
指
す
と
す
る
と
、
ふ
く
ろ
う
に
関
す
る
記
述
の
う
ち
、

こ
れ
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
秦
・
呂
不
韋
『
呂
氏
春

秋
』
分
職
論
「
譬
白
公
之
嗇
、
若
梟
之
愛
其
子
也
」
と
い
う
一
節

に
付
さ
れ
た
後
漢
・
高
誘
の
注
で
あ
る
。

梟
愛
養
其
子
、
子
長
而
食
其
母
也
。
白
公
愛
荊
國
之
財
殺
其

身
也
。

（
梟
は
其
の
子
を
愛
養
す
る
も
、
子
長
じ
て
其
の
母
を
食
う

也
。
白
公
、
荊
國
の
財
を
愛
し
て
其
の
身
を
殺
す
也
。）

ま
た
、
漢
・
桓
譚
『
新
論
』（『
太
平
御
覧
』
巻
九
二
七
「
異

鳥
」
所
引
）
に
も
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

宣
帝
時
、
公
卿
朝
會
、
丞
相
語
次
曰
「
聞
梟
生
子
、
長
旦
食

其
母
。
寧
然
。」
有
賢
者
應
曰
「
但
聞
烏
子
反
哺
耳
。」
丞
相

大
慚
。
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（
宣
帝
の
時
、
公
卿
朝
會
し
、
丞
相
次
に
語
り
て
曰
く
「
聞

く
な
ら
く
梟
は
子
を
生
み
、
長
ず
れ
ば
旦
に
其
の
母
を
食
ら

う
と
。
寧な

ん

ぞ
然
る
や
？
」
と
。
賢
者
有
り
て
應
え
て
曰
く

「
但
だ
烏
の
子
反
哺
す
る
を
聞
く
の
み
」
と
。
丞
相
大
い
に

慚
ず
。）

ふ
く
ろ
う
を
「
食
母
」
の
鳥
と
す
る
記
述
の
中
で
は
、
こ
の
桓
譚

『
新
論
』
お
よ
び
高
注
が
最
も
古
層
に
位
置
す
る
。
実
際
、
ふ
く

ろ
う
が
母
鳥
を
食
べ
る
習
性
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
俗
信
は
そ
の
後
も
伝
承
さ
れ
た
。
漢
・
司
馬
遷
『
史
記
』
孝

武
本
紀
「
古
者
天
子
常
以
春
秋
解
祠
、
祠
黃
帝
用
一
梟
破
鏡
」
に

対
し
て
、
南
朝
宋
・
裴
駰
の
集
解
は
三
国
魏
・
孟
康
注
を
引
き
、

梟
、
鳥
名
、
食
母
。
破
鏡
、
獸
名
、
食
父
。
黃
帝
欲
絕
其
類
、

使
百
物
祠
皆
用
之
。

（
梟
は
鳥
名
に
し
て
、
母
を
食
う
。
破
鏡
は
獸
名
に
し
て
、

父
を
食
う
。
黃
帝
其
の
類
を
絕
や
さ
ん
と
欲
し
、
百
物
を
し

て
祠
る
に
皆
之
を
用
ら
使
む
。）

と
い
う
。
ま
た
、
梁
・
劉
勰
『
劉
子
』
貪
愛
章
四
十
九
に
も
、

炎
州
有
鳥
、
其
名
曰
梟
。
傴
伏
其
子
、
百
日
而
長
、
羽
翼
既

成
、
食
母
而
飛
。

（
炎
州
に
鳥
有
り
て
、
其
の
名
を
梟
と
曰
う
。
其
の
子
に
傴

伏
す
る
こ
と
、
百
日
に
し
て
長
じ
、
羽
翼
既
に
成
ら
ば
、
母

を
食
ら
い
て
飛
ぶ
。）

と
あ
る
。
そ
し
て
、「
食
母
」
が
す
な
わ
ち
不
孝
を
指
す
と
考
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
明
・
馮
復
京
『
六
家
詩
名
物
疏
』
巻
十
一

が
「
流
離
」
に
つ
い
て
『
説
文
』
を
引
い
て
、

『
説
文
』、
梟
食
母
不
孝
鳥
。
故
冬
至
捕
梟
磔
之
。
字
从
鳥
、

首
在
木
上
。

（『
説
文
』
に
、
梟
は
母
を
食
わ
ば
不
孝
鳥
な
り
。
故
に
冬

至
に
梟
を
捕
へ
て
之
を
磔
す
。
字
、
鳥
に
从
い
、
首
は
木
上

に
在
り
と
。）

と
、
敷
延
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

二　

孝
子
伝
と
令
禽
悪
鳥
論

（
一
）
孝
子
伝

さ
ら
に
、
ふ
く
ろ
う
と
「
不
孝
」「
食
母
」
の
結
び
つ
き
が
陽

明
本
『
孝
子
伝
』
に
見
え
る）

10
（

。
孝
子
・
伯
奇
が
ふ
く
ろ
う
に
姿
を

変
え
、
自
ら
を
迫
害
し
た
継
母
に
仕
返
し
を
す
る
説
話
で
あ
る
。

（
伯
奇
は
周
の
丞
相
伊
尹
吉
甫
の
子
で
、
慈
孝
の
人
で
あ
っ

た
。
吉
甫
の
後
妻
は
継
子
の
伯
奇
を
除
こ
う
と
し
、
様
々
な

方
法
で
伯
奇
が
自
分
を
害
そ
う
と
し
た
と
吉
甫
に
訴
え
る
。

吉
甫
は
後
妻
の
讒
言
を
信
じ
て
伯
奇
を
責
め
た
た
め
、
伯
奇

は
出
奔
す
る
。
吉
甫
は
後
妻
の
奸
計
を
悟
り
、
伯
奇
の
後
を
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三
三
五
（
三
三
五
）　

追
う
が
、
伯
奇
は
す
で
に
河
に
身
を
投
げ
て
い
た
。
吉
甫
は

悲
嘆
し
、
河
の
畔
に
伯
奇
を
祭
る
と
飛
鳥
が
や
っ
て
来
た
の

で
、
吉
甫
は
そ
の
鳥
に
「
も
し
我
が
子
な
ら
、
我
が
懐
に
入

れ
」
と
呼
び
か
け
た
。
す
る
と
鳥
は
懐
に
入
っ
て
袖
か
ら
出

て
行
き
、
ま
た
吉
甫
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
吉
甫
の
車
の
上

に
止
ま
り
、
共
に
帰
宅
し
た
。）
母
便
出
迎
曰
「
向
見
君
車
、

上
有
惡
鳥
。
何
不
射
殺
之
」
父
即
張
弓
取
矢
、
便
射
其
後
母
、

中
腹
而
死
。
父
罵
曰
「
誰
殺
我
子
乎
」
鳥
即
飛
上
後
母
頭
啄

其
目
。
今
世
鵄
梟
是
也）

11
（

。
一
名

。
其
生
児
還
食
母
。

…
…

（
母
便
ち
出
迎
え
て
曰
く
「
向
こ
う
に
君
の
車
を
見
る
に
、

上
に
惡
鳥
有
り
。
何
ぞ
之
を
射
殺
せ
ざ
ら
ん
や
」
と
。
父
即

ち
弓
を
張
り
矢
を
取
り
、
便
ち
其
の
後
母
を
射
れ
ば
、
腹
に

中あ
た

り
て
死
す
。
父
罵
り
て
曰
く
「
誰
が
我
が
子
を
殺
せ
る

か
」
と
。
鳥
即
ち
飛
び
て
後
母
の
頭
に
上
り
其
の
目
を
啄
む
。

今
世
の
鵄
梟
是
れ
也
。
一
名
は

。
其
の
生
め
る
児
還
り

て
母
を
食
う
。
…
…
）

こ
れ
は
、
継
子
い
じ
め
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
説
話
で
あ
る
。
孝

子
・
伯
奇
が
継
母
に
迫
害
さ
れ
る
伝
承
は
、
す
で
に
『
韓
詩
外

伝
』
な
ど
に
見
え）

12
（

、
少
な
く
と
も
前
半
部
分
は
漢
代
に
は
通
行
し

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る）

13
（

。

ま
た
、
同
じ
く
陽
明
本
『
孝
子
伝
』
曾
参
伝
に
は
以
下
の
よ
う

に
あ
る
。

曾
參
魯
人
也
。
其
有
五
孝
之
行
、
能
感
通
霊
聖
。
何
謂
爲
五

孝
。…
…
時
有
隣
境
兄
弟
二
。
人
更
曰
「
食
母
不
令
飴
肥
。」

參
聞
之
、
乃
廻
車
而
避
、
不
經
其
境
。
恐
傷
母
心
。
是
四
孝

也
。
魯
有
鵄
梟
之
鳥
。
反
食
其
母
、
恒
鳴
於
樹
。
曾
子
語
此

鳥
曰
「
可
呑
音
、
去
勿
更
来
此
。」
鳥
即
不
敢
来
。
所
謂
孝

伏
禽
鳥
。
是
五
孝
也
。
…
…

（
曾
參
は
魯
人
也
。
其
れ
五
孝
の
行
い
有
り
、
能
く
感
じ
て

霊
聖
に
通
ず
。
何
を
か
謂
い
て
五
孝
と
爲
さ
ん
や
。
…
…
時

に
隣
境
に
兄
弟
二
有
り
。
人
更

こ
も
ご
も

曰
く
「
母
を
食
ら
い
て
飴

肥
せ
し
め
ず
」
と
。
參
之
を
聞
き
、
乃
ち
車
を
廻
し
て
避
け
、

其
の
境
を
經
ず
。
母
の
心
を
傷
む
る
を
恐
る
れ
ば
な
り
。
是

れ
四
孝
也
。
魯
に
鵄
梟
の
鳥
有
り
。
反
り
て
其
の
母
を
食
ら

い
、
恒
に
樹
に
鳴
く）

14
（

。
曾
子
此
の
鳥
に
語
り
て
曰
く
「
音
を

呑
む
べ
し
、
去
り
て
更
に
此
に
来
た
る
こ
と
勿
か
れ
」
と
。

鳥
即
ち
敢
え
て
来
た
ら
ず
。
所い

わ

謂ゆ
る

孝
の
禽
鳥
を
伏
す
な
り
。

是
れ
五
孝
也
。
…
…
）

曾
参
の
説
話
か
ら
は
、
第
四
の
孝
で
食
母
と
い
う
「
不
孝
」
の

行
い
を
挙
げ
、
そ
の
直
後
に
ま
た
第
五
の
孝
と
し
て
、
母
を
食
ら

う
ふ
く
ろ
う
を
曾
参
が
諭
し
立
ち
去
ら
せ
た
一
節
を
挙
げ
る
こ
と
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か
ら
も
、
ふ
く
ろ
う
（
鵄
梟
）
と
「
食
母
」「
不
孝
」
の
関
係
性

が
う
か
が
え
る）

15
（

。

（
二
）
令
禽
悪
鳥
論

「
不
孝
鳥
」
と
い
う
ふ
く
ろ
う
の
評
価
を
考
え
る
上
で
、
曹
植

の
「
令
禽
悪
鳥
論
」
も
興
味
深
い
史
料
で
あ
る）

16
（

。
こ
こ
で
は
伯
奇

が
変
化
し
た
鳥
が
「
伯
勞
」
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。
全
体
の
内

容
は
大
き
く
五
つ
に
分
か
れ
る
。

﹇
一
﹈「
伯
勞
」
の
鳴
き
声
が
悪
と
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。

國
人
有
以
伯
勞
生
獻
者
、
王
召
見
之
。
侍
臣
曰
「
世
同
惡
伯

勞
之
鳴
。
敢
問
何
謂
也
？
」
王
曰
「
月
令
、
仲
夏
鵙
始
鳴
。

『
詩
』
云
「
七
月
鳴
穀
。」
七
月
、
夏
五
月
、
穀
則
博
勞
也
。

（
國
人
に
伯
勞
の
生
き
た
る
を
以
て
獻
ず
る
者
有
り
、
王
召

し
て
之
に
見
ゆ
。
侍
臣
曰
く
「
世
同
に
伯
勞
の
鳴
く
を
惡
む
。

敢
え
て
問
う
何
の
謂
い
な
ら
ん
や
？
」
と
。
王
曰
く
「
月
令

に
、
仲
夏
に
鵙
始
め
て
鳴
く
と
。『
詩
』
に
云
う
に
「
七
月

鳴
穀
」
と
。
七
月
は
夏
五
月
に
し
て
、
穀
則
ち
博
勞
也
。）

議
論
の
端
緒
と
し
て
、
臣
下
が
「
伯
労
の
鳴
き
声
を
憎
む
の
は

な
ぜ
か
」
と
問
う
。「
王
曰
」
以
下
全
体
が
、
そ
れ
に
対
す
る
答

え
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
『
礼
記
』
月
令
の
「
仲
夏
鵙
始

鳴
」
と
『
詩
』
の
「
七
月
鳴
穀
」
が
引
か
れ）

17
（

、
こ
の
「
穀
」
は
ま

た
「
博
勞
」
で
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
か
ら
、「
鵙
」「
穀
」「
伯

勞
」
が
夏
に
鳴
く
鳥
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

﹇
二
﹈
伯
奇
の
説
話
の
後
半
部
分

昔
尹
吉
甫
信
後
妻
之
讒
、
而
殺
孝
子
伯
奇
。
其
弟
伯
封
求
而

不
得
、
作
「
黍
離
」
之
詩
。
俗
傳
云
、
吉
甫
後
悟
、
追
傷
伯

奇
。
出
游
於
田
見
異
鳥
鳴
於
桑
、
其
聲
噭
然
。
吉
甫
動
心
曰

「
無
乃
伯
奇
乎
。」
鳥
乃
撫
翼
、
其
音
尤
切
。
吉
甫
曰
「
果
吾

子
也
。」
乃
顧
曰
「
伯
奇
、
勞
乎
。
是
吾
子
、
棲
吾
輿
。
非

吾
子
、
飛
勿
居
。」
言
未
卒
、
鳥
尋
聲
而
棲
於
蓋
。
歸
入
門
、

集
於
井
幹
之
上
、
向
室
而
號
。
吉
甫
命
後
妻
載
弩
射
之
、
遂

射
殺
後
妻
以
謝
之
。
故
俗
惡
伯
勞
之
鳴
、
言
所
鳴
之
家
必
有

尸
也
。

（
昔
尹
吉
甫
は
後
妻
の
讒
を
信
じ
、
而
し
て
孝
子
伯
奇
を
殺

す
。
其
の
弟
伯
封
求
む
れ
ど
も
得
ず
、「
黍
離
」
の
詩
を
作

る
。
俗
傳
に
云
う
に
、
吉
甫
後
に
悟
り
、
伯
奇
を
追
傷
す
。

田
に
出
游
し
て
異
鳥
の
桑
に
鳴
く
を
見
れ
ば
、
其
の
聲
噭
然

た
り
。
吉
甫
心
を
動
か
し
て
曰
く
「
乃な
ん
じ、
伯
奇
た
る
こ
と
無

き
や
？
」
と
。
鳥
乃
ち
翼
を
撫
で
、
其
の
音
尤
も
切
な
り
。

吉
甫
曰
く
「
果
し
て
吾
が
子
也
」
と
。
乃
ち
顧
み
て
曰
く

「
伯
奇
、
勞
な
る
か
。
是
れ
吾
が
子
な
れ
ば
、
吾
が
輿
に
棲

め
。
吾
が
子
に
非
ざ
れ
ば
、
飛
び
て
居
る
こ
と
勿
か
れ
」
と
。
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三
三
七
（
三
三
七
）　

言
未
だ
卒お
わ

ら
ざ
る
に
、
鳥
聲
を
尋
ね
て
蓋
に
棲
む
。
歸
り
門

に
入
ら
ば
、
井
幹
の
上
に
集
ま
り
、
室
に
向
い
て
號さ

け

ぶ
。
吉

甫
後
妻
に
命
じ
て
弩
を
載
さ
し
め
之
を
射
ん
と
し
、
遂
に
後

妻
を
射
殺
し
以
て
之
に
謝む

く

ゆ
。
故
に
俗
に
伯
勞
の
鳴
を
惡
み
、

鳴
く
所
の
家
必
ず
尸
有
り
と
言
う
也
。）

伯
奇
伝
の
後
半
部
分
に
よ
っ
て
、
伯
労
が
不
吉
な
鳥
で
あ
る
と

い
う
俗
信
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
『
孝
子
伝
』
の
「
鳥
即

飛
上
後
母
頭
啄
其
目
。
今
世
鵄
梟
是
也
」
と
い
う
部
分
を
欠
き
、

文
脈
か
ら
し
て
伯
奇
が
変
化
し
た
鳥
は
伯
労
で
あ
る
と
推
測
さ
れ

る
。
実
は
、「
故
俗
惡
伯
勞
之
鳴
、
言
所
鳴
之
家
必
有
尸
也
」
と

い
う
俗
信
は
、
ふ
く
ろ
う
に
関
す
る
記
事
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
も
の
で
あ
り）

18
（

、
両
者
の
類
似
性
を
う
か
が
わ
せ
る
。

﹇
三
﹈
伯
労
は
人
を
損
な
う
陰
気
が
動
き
始
め
る
と
き
に
鳴
く

此
好
事
者
附
名
爲
之
説
、
令
俗
人
惡
之
。
而
今
普
傳
惡
之
、

斯
實
否
也
。
伯
勞
以
五
月
而
鳴
、
應
陰
氣
之
動
。
陽
爲
人
養
、

陰
爲
賊
害
。
伯
勞
蓋
賊
害
之
鳥
也
。

（
此
れ
好
事
の
者
名
を
附
し
之
の
説
を
爲
し
、
俗
人
を
し
て

之
を
惡
ま
し
む
。
而
し
て
今
普
傳
し
て
之
を
惡
む
も
、
斯
の

實
は
否
也
。
伯
勞
五
月
を
以
て
し
て
鳴
く
は
、
陰
氣
の
動
く

に
應
ず
れ
ば
な
り
。
陽
は
人
養
爲
り
て
、
陰
は
賊
害
爲
り
。

伯
勞
は
蓋
し
賊
害
の
鳥
也
。）

伯
労
の
鳴
き
声
を
憎
む
の
は
伯
奇
の
説
話
に
よ
る
と
広
く
考
え

ら
れ
て
い
る
が
、﹇
一
﹈
の
月
令
の
記
述
に
基
づ
い
て
、
実
は
陰

陽
の
気
に
よ
る
も
の
だ
と
説
く
。
こ
の
時
点
で
す
で
に
多
様
な
悪

鳥
観
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

﹇
四
﹈
生
来
の
鳴
き
声
は
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

屈
原
曰
「
鶗
鴂
之
先
鳴
、
使
百
草
爲
之
不
芳
。」
其
聲
鵙
々

然
、
故
俗
憎
之
。
若
其
爲
人
災
害
、
愚
民
之
所
信
、
通
人
之

所
略
也
。
鳥
鳴
之
惡
自
取
憎
、
人
言
之
惡
自
取
滅
、
不
能
有

累
於
當
世
也
。
而
兇
人
之
行
弗
可
易
、
梟
鳥
之
鳴
不
可
更
者

天
性
然
也
。
昔
荊
之
梟
、
將
徙
巢
於
吳
。
鳩
遇
之
曰
「
子
將

安
之
。」
梟
曰
「
將
巢
於
吳
。」
鳩
曰
「
何
去
荊
而
巢
吳

乎
。」
梟
曰
「
荊
人
惡
予
之
聲
。」
鳩
曰
「
子
能
革
子
之
聲
則

免
、
無
爲
去
荊
而
巢
吳
也
。
如
不
能
革
子
之
音
、
則
吳
楚
之

民
不
異
情
也
。
爲
子
計
者
、
莫
若
宛
頸
戢
翼
、
終
身
勿
復
鳴

也
。」

（
屈
原
曰
く
「
鶗
鴂
の
先
に
鳴
け
ば
、
百
草
を
し
て
之
の
爲

め
に
芳
し
か
ら
ざ
ら
し
む
」
と
。
其
の
聲
鵙
々
然
た
り
て
、

故
に
俗
之
を
憎
む
。
其
の
人
に
災
害
を
爲
す
の
若
き
は
、
愚

民
の
信
じ
る
所
な
る
も
、
通
人
の
略
す
る
所
也
。
鳥
鳴
の
惡

は
自
ら
憎
を
取
り
、
人
言
の
惡
は
自
ら
滅
を
取
り
、
當
世
に

累
有
る
こ
と
能
わ
ざ
る
也
。
而
し
て
兇
人
の
行
の
易
う
べ
か
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ら
ず
、
梟
鳥
の
鳴
の
更
う
べ
か
ら
ざ
る
は
天
性
然
れ
ば
也
。

昔
荊
の
梟
、
將
に
巢
を
吳
に
徙
さ
ん
と
す
。
鳩
之
に
遇
い
て

曰
く
「
子
將
に
安
く
に
之
か
ん
と
せ
ん
や
？
」
と
。
梟
曰
く

「
將
に
吳
に
巢
つ
く
ら
ん
と
す
」
と
。
鳩
曰
く
「
何
ぞ
荊
を

去
り
て
吳
に
巢
つ
く
る
や
？
」
梟
曰
く
「
荊
人
予
の
聲
を
惡

め
ば
な
り
」
と
。
鳩
曰
く
「
子
能
く
子
の
聲
を
革か

う
れ
ば
則

ち
免
れ
、
爲
め
に
荊
を
去
り
て
吳
に
巢
つ
く
る
こ
と
無
き
也
。

如
し
子
の
音
を
革
う
る
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
吳
楚
の
民

情
異
な
ら
ざ
る
也
。
子
の
爲
め
に
計
る
は
、
頸
を
宛ま

げ
翼
を

戢お
さ

め
、
終
身
復
た
鳴
く
こ
と
勿
き
に
若
く
莫
き
也
」
と
。）

鳥
の
鳴
き
声
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
人
々
に
害
を
な
す
と
い
う
の

は
愚
民
の
迷
信
で
あ
る
と
一
蹴
し
、
前
掲
『
説
苑
』
談
叢
に
見
え

る
鳩
と
梟
の
寓
話
に
よ
っ
て
、
そ
の
声
が
変
え
ら
れ
な
い
こ
と
を

説
く
。

﹇
五
﹈
梟
が
母
を
食
う
と
い
う
俗
信
を
否
定

昔
會
朝
議
者
、
有
人
問
曰
「
寧
有
聞
梟
食
其
母
乎
。」
有
答

之
者
曰
「
嘗
聞
烏
反
哺
、
未
聞
梟
食
母
也
。」
問
者
慚
唱
不

善
也
。
孟
春
之
旦
、
從
太
陽
方
貴
放
鳥
雀
者
、
加
其
禄
也
。

得
蟮
者
莫
不
訓
而
放
之
、
爲
利
人
也
。
得
蚤
者
、
莫
不
糜
之

齒
牙
、
爲
害
身
也
。
鳥
獸
昆
蟲
、
猶
以
名
聲
見
異
。
況
夫
吉

士
之
與
兇
人
乎
。」

（
昔
朝
議
に
會
す
る
者
、
有
る
人
問
い
て
曰
く
「
寧
ぞ
梟
其

の
母
を
食
ら
う
と
聞
く
こ
と
有
る
か
？
」
と
。
之
に
答
う
る

者
有
り
て
曰
く
「
嘗
て
烏
の
反
哺
す
る
を
聞
く
も
、
未
だ
梟

の
母
を
食
ら
う
こ
と
を
聞
か
ざ
る
也
」
と
。
問
う
者
不
善
を

唱
う
る
を
慚
ず
る
也
。
孟
春
の
旦
、
太
陽
の
方
從
り
鳥
雀
を

放
つ
を
貴
ぶ
は
、
其
の
禄
を
加
う
れ
ば
也
。
蟮

み
み
ずを
得
る
者
訓お
し

え
ざ
れ
ど
も
之
を
放
つ
こ
と
莫
き
は
、
人
を
利
す
る
が
爲
め

也
。
蚤
を
得
る
者
之
の
齒
牙
に
糜
れ
ざ
る
こ
と
莫
き
は
、
身

を
害
す
る
が
爲
め
也
。
鳥
獸
昆
蟲
、
猶
お
名
聲
を
以
っ
て
異

な
れ
る
を
見
る
。
況
ん
や
夫
れ
吉
士
の
兇
人
と
を
や
」
と
。）

最
後
は
、
前
掲
の
桓
譚
『
新
論
』
と
類
似
し
た
内
容
を
持
つ
。

こ
こ
で
は
、
梟
が
母
を
食
ら
う
と
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
し
て
、

ふ
く
ろ
う
の
「
食
母
」
説
を
否
定
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け

「
食
母
」
の
俗
信
が
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
た
と
も
言
え
る
の
で
あ

る
。こ

の
よ
う
に
、「
令
离
悪
鳥
論
」
は
「
伯
勞
」
か
ら
議
論
が
始

ま
る
が
、
そ
の
中
で
「
鵙
」「
鶗
鴂
」「
梟
」
と
い
う
鳥
名
が
鳴
き

声
と
い
う
話
題
を
中
心
に
移
り
変
わ
り
、
最
後
は
「
梟
」
の
話
題

で
終
わ
っ
て
い
る
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
展
開
を
見
せ
る

の
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
こ
れ
ら
の
鳥
名
解
釈
に
つ
い
て
見
て
い
き

た
い
。
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（
三
）「
梟
」
と
「
鵙
」

ふ
く
ろ
う
に
ま
つ
わ
る
鳥
名
解
釈
の
混
同
は
、『
爾
雅
』
釈
鳥

お
よ
び
『
詩
』
豳
風
・
鴟
鴞
の
毛
伝
「
鴟
鴞
、
鸋
鴂
也
」
を
軸
に

展
開
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
名
物
を
考
証
す
る
場
合
、
字
書
類
と

並
ん
で
『
詩
』
の
名
物
解
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。『
論

語
』
陽
貨
に
、
詩
を
学
ぶ
こ
と
は
多
く
の
鳥
獣
草
木
の
名
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
一
節
が
あ
り）
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、『
詩
』
に
見
え
る
草
木
鳥

獣
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
中
国
の
学
者
に
と
っ
て
大
き
な
テ
ー
マ

で
あ
っ
た
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
鳥
名
は
、
方
言
や
時
代
に
よ
っ
て

理
解
が
異
な
る
た
め
、
全
て
を
追
跡
・
検
討
し
て
い
く
こ
と
は
極

め
て
難
し
い
。

例
え
ば
、『
詩
』
豳
風
・
鴟
鴞
の
毛
伝
「
鴟
鴞
、
鸋
鴂
也
」
の

解
釈
は
、
陸
氏
『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
』（
以
下
『
草
木
疏
』）

で
は
「
鴟
鴞
」
を
、

鴟
鴞
似
黃
雀
而
小
、
其
喙
尖
如
錐
。
取
茅
莠
爲
巢
、
以
麻
紩

之
如
刺
褥
。
然
縣
著
樹
枝
、
或
一
房
、
或
二
房
。
幽
州
人
謂

之
鸋
鴂
、
或
曰
巧
婦
、
或
曰
女
匠
。

（
鴟
鴞
は
黃
雀
に
似
て
小
さ
く
、
其
の
喙
の
尖
な
る
こ
と
錐

の
如
し
。
茅
莠
を
取
り
て
巢
を
爲つ

く

り
、
以
て
麻
紩
の
刺
褥
の

如
し
。
然
ら
ば
樹
枝
を
縣
著
す
る
こ
と
、
或
は
一
房
、
或
は

二
房
。
幽
州
の
人
、
之
を
鸋
鴂
と
謂
い
、
或
は
巧
婦
と
曰
い
、

或
は
女
匠
と
曰
う
。）

と
、
巣
作
り
の
巧
み
な
小
鳥
と
す
る
。
一
方
、
郭
璞
は
『
爾
雅
』

釈
鳥
の
「
鴟
鴞
、
鸋
鴂
」
に
対
し
て
「
鴟
類
」
と
注
し
、『
方

言
』
の
「
鸋
鴂
」
に
つ
い
て
、

按
爾
雅
云
「
鸋
鴂
、
鴟
鴞
」
鴟
屬
、
非
小
雀
明
矣
。

（
按
ず
る
に
爾
雅
に
云
う
「
鸋
鴂
、
鴟
鴞
」
は
鴟
の
屬
に
し

て
、
小
雀
に
非
ら
ざ
る
こ
と
明
ら
か
矣
。）

と
し
て
「
小
雀
」
説
を
否
定
す
る）
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。
こ
の
解
釈
の
違
い
の
中
に
も
、

す
で
に
鳥
名
解
釈
の
混
乱
が
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
資
料
が
持
つ

地
域
性
や
時
代
性
な
ど
を
考
慮
し
な
い
限
り
、
こ
れ
ら
の
鳥
名
解

釈
は
無
限
に
展
開
し
、
堂
々
巡
り
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

今
、
陽
明
本
『
孝
子
伝
』
伯
奇
伝
と
「
令
禽
悪
鳥
論
」
で
鳥
名

が
置
換
え
ら
れ
た
「
鵄
梟
（
鴟
梟
））

21
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」
と
「
伯
勞
」
に
つ
い
て
見

て
い
き
た
い
。
鳥
な
ど
の
名
前
に
つ
い
て
、
中
国
古
代
の
字
書
の

多
く
が
そ
の
別
名
を
列
挙
す
る
方
法
を
と
る
こ
と
も
混
乱
が
生
じ

や
す
い
原
因
の
一
つ
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、『
爾
雅
』
釈
鳥
で
は
、

鴟
鴞
、
鸋
鴂
。
狂
、
茅
鴟
。
怪
鴟
。
梟
、
鴟
。
雈
、
老
鵵
。

と
あ
り
、『
広
雅
』
巻
十
下
は
、

鷦
𪃦
、
鸋
鴂
、
果
贏
、
桑
飛
、
女
鴎
、
工
雀
也
。

と
あ
る
た
め
、
鴟
鴞
＝
鸋
鴂
＝
鷦
𪃦
と
い
う
解
釈
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
、『
説
文
』
第
四
篇
上
に
、
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鴞
、
鴟
鴞
、
寕
鴂
也
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
鴞
＝
鴟
鴞
＝
鸋
鴂
＝
鷦
𪃦
と
い
う
図
式
が
組

み
上
が
る
。
さ
ら
に
、
上
記
『
爾
雅
』
釈
鳥
の
邢
昺
疏
で
は
、

詩
陳
風
云
、
墓
門
有
梅
有
鴞
萃
止
。
毛
傳
云
、
惡
聲
之
鳥
也
。

一
名
鵬
、
一
名
梟
、
一
名
鴟
。

（
詩
の
陳
風
に
云
う
に
、
墓
門
に
梅
有
り
鴞
有
り
て
萃あ

つ

ま
り

止
る
。
毛
傳
に
云
う
に
、
惡
聲
の
鳥
也
と
。
一
名
は
鵬
、
一

名
は
梟
、
一
名
は
鴟
な
り
。）

と
い
う
こ
と
か
ら
、
鳥
名
解
釈
上
は
鴟
＝
梟
＝
鴞
＝
鴟
鴞
＝
鸋
鴂

＝
鷦
𪃦
と
い
う
図
式
が
可
能
に
な
る
。

一
方
、「
伯
勞
」
に
つ
い
て
、『
爾
雅
』
釈
鳥
や
『
説
文
』、『
埤

雅
』、『
詩
』
豳
風
・
七
月
「
鵙
」
の
毛
伝
も
一
様
に
、

鵙
、
伯
勞
也
。

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
鵙
＝
伯
労
と
い
う
互
換
関
係
は

か
な
り
一
般
的
な
認
識
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
『
文

選
』
第
十
五
巻
張
衡
「
玄
思
賦
」
の
「
鶗
鴂
鳴
而
不
芳
」
に
つ
い

て
、
李
善
が

服
虔
曰
、
鶗
鴂
、
一
名
鵙
、
伯
勞
。

と
注
し
て
お
り
、「
令
禽
悪
鳥
論
」
に
現
れ
る
「
伯
勞
」「
鵙
」

「
鶗
鴂
」
は
鳥
名
解
釈
上
、
同
鳥
と
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
。

以
上
の
考
証
か
ら
、
次
の
図
式
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

【
Ａ
】
梟
＝
鴞
＝
鴟
＝
鴟
鴞
＝
鸋
鴂
＝
鷦
𪃦

【
Ｂ
】
鵙
＝
伯
労
＝
鶗
鴂）
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こ
の
よ
う
な
鳥
名
の
互
換
関
係
に
つ
い
て
、
す
で
に
『
日
本
書

紀
』
に
お
け
る
「
鷦
鷯
」
と
「
木
菟
」
の
鳥
名
表
記
に
着
目
し
た

山
田
純
氏
に
よ
る
研
究
が
あ
る
。
山
田
氏
は
、
姿
形
の
異
な
る
鳥

で
あ
っ
て
も
、
鳥
名
解
釈
上
は
同
鳥
に
な
っ
て
し
ま
う
現
象
が
起

き
て
い
る
と
指
摘
す
る）
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。

次
に
、【
Ａ
】
と
【
Ｂ
】
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。「
梟
」
と

「
鵙
」
に
つ
い
て
は
、
谷
口
慎
次
氏
の
研
究
が
あ
る
。
谷
口
氏
は
、

「
鵙
」
と
「
梟
」
が
同
一
視
さ
れ
る
例
と
し
て
、
元
・
劉
履
の

『
風
雅
翼
』
巻
十

博
勞
、
伯
勞
也
。
一
名
梟
。
能
攫
鳥
而
食
。
寄
巣
生
子
。
長

則
食
其
母
。

（
博
勞
は
、
伯
勞
也
。
一
名
は
梟
。
能
く
鳥
を
攫さ

ら

い
て
食
ら

う
。
巣
に
寄
り
子
を
生
む
。
長
ず
れ
ば
則
ち
其
の
母
を
食
ら

う
。）

な
ど
を
挙
げ
、
両
者
を
同
一
視
す
る
か
否
か
の
議
論
は
清
代
ま
で

続
い
た
と
す
る）
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。
確
か
に
、
清
・
姚
炳
の
『
詩
識
名
解
』
巻
二

「
鵙
」
の
項
に
も
、

『
遯
齋
閒
覽
』
謂
、
爲
梟
。
…
…
何
元
子
乃
謂
鴂
名
鸋
鴂
與
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鵙
。

（『
遯
齋
閒
覽
』
に
謂
う
に
、
梟
爲
り
と
。
…
…
何
元
子
乃

ち
鴂
を
謂
い
て
鸋
鴂
と
鵙
と
と
名
づ
く
。）

と
あ
り
、「
梟
」「
鸋
鴂
」「
鵙
」
が
混
同
さ
れ
て
い
た
形
跡
が
う

か
が
え
る
。
た
だ
、
そ
れ
以
前
の
字
書
・
詩
注
類
に
お
い
て
、

【
Ａ
】「
梟
」
と
【
Ｂ
】「
鵙
」
の
間
に
は
、
そ
の
他
の
鳥
名
の
と

の
間
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
即
座
に
イ
コ
ー
ル
で
結
び
つ
く
よ
う

な
明
確
な
関
係
性
が
見
ら
れ
な
い
の
も
確
か
で
あ
る
。

で
は
、
名
前
の
解
釈
か
ら
離
れ
て
、
そ
の
性
格
・
性
質
に
つ
い

て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
谷
口
氏
は
、「
鵙
」
と
「
梟
」
の
共
通
点

に
つ
い
て
、「
両
者
を
つ
な
ぐ
明
確
な
根
拠
は
「
食
母
」
を
行
う
、

「
不
幸マ

マ

鳥
」
で
あ
る
と
い
う
一
点
に
尽
き
る
と
言
え
る
の
で
は
な

い
か
」
と
述
べ
る）
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。
し
か
し
、「
鵙
（
伯
労
）」
と
「
梟
」
に
つ
い

て
、
次
頁
の
【
表
1
】
字
書
類
と
【
表
2
】
詩
の
名
物
解
に
よ
っ

て
対
照
す
る
と
、「
食
母
」
の
記
述
が
引
用
さ
れ
る
の
は
「
梟
」

で
あ
り
（
傍
線
部
）、「
鵙
」
は
ほ
ぼ
時
候
に
関
す
る
記
述
の
引
用

が
占
め
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

「
食
母
」
の
鳥
に
関
す
る
記
述
で
最
も
早
い
時
期
に
位
置
す
る
桓

譚
『
新
論
』
及
び
『
呂
氏
春
秋
』
高
誘
注
な
ど
の
文
献
で
、
特
に

「
不
孝
」「
食
母
」
と
さ
れ
る
の
は
「
梟
」
に
つ
い
て
で
あ
り
、
管

見
の
限
り
「
鵙
（
伯
労
）」
に
「
食
母
」
の
性
格
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
の
た
め
、
他
の
鳥
と
の
混
同
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
食
母
」

と
は
本
来
「
梟
」
に
付
さ
れ
た
性
格
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
す
る
と
、
両
者
の
共
通
点
は
他
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三　

季
節
と
「
不
孝
」

（
一
）
物
候
と
季
節
祭

再
び
【
表
1
】
及
び
【
表
2
】
に
よ
っ
て
両
者
の
共
通
点
を
探

す
と
、
そ
こ
に
は
、「
五
月
」「
夏
至
」
と
い
う
要
素
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
（
波
線
部
）。「
鵙
」
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
五

月
・
仲
夏
の
物
候
で
あ
る
。
仲
夏
は
夏
至
を
含
み
、
陰
陽
思
想
で

は
陽
が
極
ま
っ
て
陰
に
転
じ
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前

掲
「
令
禽
悪
鳥
論
」﹇
三
﹈
で
、「
伯
勞
」
と
は
陰
気
を
告
げ
る
鳥

で
あ
り
、
陰
性
の
残
虐
な
鳥
だ
と
説
明
す
る
の
で
あ
る
。

一
方
、「
梟
」
に
つ
い
て
、『
説
文
』
段
注
、『
埤
雅
』、『
六
家

詩
名
物
疏
』
は
、
五
月
に
梟
の
羹
を
食
べ
る
習
俗
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
前
掲
『
史
記
』
孝
武
本
紀
並
び
に
『
漢
書
』
郊
祀
志
の

「
古
天
子
常
以
春
解
祠
、
祠
黃
帝
用
一
梟
・
破
鏡
」
に
つ
い
て
、

諸
注
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

張
晏
曰
「
黃
帝
、
五
帝
之
首
也
。
歲
之
始
也
。
梟
、
惡
逆
之

鳥
。
方
士
虛
誕
云
以
歲
始
祓
除
凶
災
、
令
神
仙
之
帝
食
惡
逆

之
物
、
使
天
下
爲
逆
者
破
滅
訖
竟
、
無
有
遺
育
也
。」
孟
康
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【
表
１
】　

字
書
に
お
け
る
「
梟
」
と
「
鵙
」

梟

鵙

『爾雅』
【郭璞注】

鴟
鴞
、
鸋
鴂
【
鴟
類
】。
狂
、
茅
鴟
【
今
𪁪
鴟
也
。
似
鷹
而
白
】。
怪
鴟

【
即
鴟
鵂
也
。
見
廣
雅
。
今
江
東
通
呼
此
屬
為
怪
鳥
】。
梟
、
鴟
【
土
梟
】。

…
…
雈
、
老
鵵
【
木
兔
也
。
似
鴟
鵂
而
小
、
兔
頭
有
角
、
毛
脚
。
夜
飛
好
食

雞
】。
…
…
鳥
少
美
長
醜
為
鶹
鷅
【
鶹
鷅
猶
留
離
。
詩
所
謂
留
離
之
子
】。

鵙
、
伯
勞
也
【
似
鶷
𪆰
而
大
。
左
傳
曰
伯
趙
氏
】。

『説文』
【段玉裁注】

不
孝
鳥
也
。
故
日
至
捕
梟
磔
之
。【
漢
儀
至
夏
至
賜
百
官
梟
羹
。
漢
書
音

義
孟
康
曰
、
梟
鳥
名
、
食
母
。
破
鏡
獣
名
、
食
父
。
黄
帝
欲
絶
其
類
、
使
百
吏

祠
皆
用
之
。
如
淳
曰
、
漢
使
東
郡
送
梟
、
五
月
五
日
作
梟
羹
。
以
賜
百
官
、
以

其
惡
鳥
。
故
食
之
也
。】

鶪
、
伯
勞
也
。【
夏
小
正
作
百
鷯
。
月
令
注
作
博
勞
。
詩
箋
作
伯
勞
。
古
音

同
也
。
鵙
、
夏
小
正
孟
子
作
鴂
。
乃
雙
聲
假
借
字
。
小
正
月
令
皆
云
五
月
鳴
。

惟
豳
風
曰
、
七
月
鳴
鵙
。
左
傳
曰
、
伯
趙
氏
司
至
者
也
。】

『埤雅』（宋・陸佃）

梟
、
食
母
。『
説
文
』
云
、
不
孝
鳥
也
。
故
日
至
捕
梟
磔
之
。
字
从

鳥
、
頭
在
木
上
。
古
天
子
以
春
解
祠
黃
帝
用
一
梟
破
獍
、
説
者
以
爲

梟
名
食
母
破
獍
食
父
。
破
獍
如
貙
者
而
虎
眼
、
一
曰
獍
如
虎
豹
而

小
。
始
生
還
食
其
母
。
故
曰
梟
獍
黃
帝
欲
絶
其
類
、
使
百
司
用
之
。

故
後
世
於
歳
始
祓
除
凶
災
、
取
以
解
祠
黃
帝
。
漢
使
東
郡
送
梟
、
五

月
五
日
作
羹
、
以
賜
百
官
。
此
遺
象
也
。
舊
説
梟
性
食
母
始
飛
。

『
北
山
録
』
曰
、
烏
反
哺
、
梟
反
噬
。
蓋
順
逆
之
習
也
。
聴
聲
考
詳

篇
云
、
鶴
聲
宜
學
仙
、
雉
聲
宜
習
武
、
烏
聲
宜
習
醫
、
雁
聲
宜
習
卜

筮
、
鵲
聲
宜
習
工
巧
、
梟
聲
宜
習
符
呪
。『
釋
鳥
』
曰
、
梟
鴟
、
土

梟
也
。
西
方
之
書
曰
、
如
土
梟
等
附
塊
爲
兒
名
之
曰
土
梟
。
蓋
取
諸

此
傳
曰
、
甑
瓦
可
以
令
梟
寂
、
又
曰
梟
避
星
名
鵲
違
歳
子
。

鵙
、
伯
勞
也
。
陳
思
王
『
悪
鳥
論
』
曰
、
伯
勞
以
五
月
鳴
、
應
陰
気

之
動
、
陽
氣
爲
仁
義
、
陰
氣
爲
殘
賊
。
伯
勞
賊
害
之
鳥
也
。
其
鳴
鵙

鵙
、
故
其
音
名
云
。『
月
令
』
仲
夏
曰
、
鵙
始
鳴
是
也
。『
釋
鳥
』

云
、
鵲
鵙
醜
其
飛
也
。
翪
言
其
飛
不
能
翱
翔
、
竦
翅
上
下
而
已
。
許

慎
『
説
文
』
以
爲
翪 

歛
足
也
。
今
鵲
鵙
醜
飛
亦
皆
歛
足
腹
下
。

『
詩
』
曰
、
七
月
鳴
鵙
、
八
月
載
績
。
蓋
倉
庚
知
分
、
鳴
鵙
知
至
。

故
陽
氣
分
而
倉
庚
鳴
、
可
蠶
之
候
也
。
陰
氣
至
而
鵙
鳴
可
績
之
候

也
。
𦾔
云
、
鵙
善
制
蛇
結
。『
類
從
』
曰
、
鵙
鳴
在
上
蛇
盤
不
動
。

鵲
鳴
在
上
蝟
反
不
行
。
或
曰
、
金
得
伯
勞
之
血
則
昬
、
鐵
得
鸊
鷉
之

膏
則
瑩
、
石
得
鵲
髓
則
化
、
銀
得
雉
糞
則
枯
。
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【
表
２
】　

詩
注
（
名
物
解
）
に
お
け
る
「
梟
」
と
「
鵙
」

梟

鵙

『草木疏』

流
離
、
梟
也
。
自
關
西
謂
梟
爲
流
離
。
其
子
適
長
大
還
食
其
母
。
故

張
奐
云
、
鶹
鷅
食
母
。
許
慎
云
、
不
孝
鳥
是
也
。

な
し

『毛詩名物解』
（宋・蔡卞）

梟
、
類
鴟
而
尤
好
陵
物
者
也
。
有
陵
物
之
意
。
故
當
求
之
端
待
發
氣

果
敢
而
發
必
中
。
聲
當
暁
者
以
其
如
此
、
非
若
強
茅
之
陰
伏
也
。

鵙
見
於
萬
物
開
閤
之
時
。
夏
至
而
鳴
、
冬
至
而
止
。
天
地
不
勞
、
萬

物
以
生
、
萬
物
以
死
。
夏
至
乃
生
者
勞
物
、
冬
至
則
死
者
定
物
。
鵙

鳴
同
萬
物
而
勞
者
也
。
故
謂
之
百
勞
。
鳴
於
二
至
之
間
。
故
伯
趙
爲

司
至
。
七
月
以
鵙
爲
將
讀
之
候
。
觀
天
時
而
終
、
人
事
所
以
順
萬
物

而
作
者
也
。

『六家詩名物疏』（明・馮復京）

『
爾
雅
』
云
、
鳥
少
美
長
醜
爲
鶹
鷅
。
郭
注
、
鶹
鷅
猶
留
離
。
詩
所

謂
留
離
之
子
。（『
草
木
疏
』）『
爾
雅
』
又
云
、
梟
鴟
注
土
梟
。『
説

文
』
梟
食
母
、
不
孝
鳥
。
故
冬
至
捕
梟
磔
之
、
字
从
鳥
首
在
木
上
。

『
劉
子
』
炎
州
有
鳥
、
其
名
曰
梟
。
傴
伏
其
子
百
日
而
長
、
羽
翼
既

成
、
食
母
而
飛
。『
埤
雅
』
云
梟
食
母
破
獍
食
父
。
舊
説
梟
食
母
始

飛
、
黃
帝
欲
絶
其
類
、
使
百
司
用
之
。
故
後
世
於
歳
始
祓
除
凶
災
、

取
以
解
祠
黃
帝
。
漢
使
東
郡
送
梟
、
五
月
五
日
作
羹
、
以
賜
百
官
。

此
遺
象
也
。『
雅
翼
』
云
、
土
梟
穴
土
而
居
、
故
曰
土
梟
、
而
『
荊

楚
歳
時
記
』
稱
鴝
鵒
爲
土
梟
、
説
者
云
、
鴝
鵒
穴
居
誤
矣
。
按
、
梟

與
鴞
音
近
者
、
殊
梟
者
流
離
也
。
鴞
者
似
鵩
之
鳥
也
。

箋
云
、
伯
勞
鳴
將
寒
之
候
也
。
五
月
則
鳴
豳
地
晩
寒
鳥
物
之
候
從
其

氣
焉
。『
爾
雅
』
云
、
鵙
伯
勞
也
。
樊
光
曰
春
秋
傳
曰
少
皞
氏
以
鳥

名
官
、
伯
趙
氏
司
至
、
伯
趙
鵙
也
。
以
夏
至
来
冬
至
去
。
郭
云
、
似

鶷

而
大
、
又
云
鵲
鵙
醜
其
飛
也
翪
。『
疏
』
云
、
翪
竦
也
。
不
能

翱
翔
遠
飛
但
竦
翅
上
下
。『
大
戴
禮
』
云
、
五
月
鵙
則
鳴
。
鴃
者
百

鷯
也
。
鳴
者
相
命
也
。『
時
訓
解
』
云
、
芒
種
之
日
螳
螂
生
、
又
五

日
鵙
始
鳴
。
鵙
不
始
鳴
、
號
令
雍
偪
。『
易
通
卦
驗
』
云
、
博
勞
性

好
單
棲
。『
楚
詞
』
云
恐
鶗
鴂
之
先
鳴
、
使
百
草
爲
之
不
芳
。『
呂

覽
』
注
云
、
仲
夏
陰
作
於
下
、
陽
發
於
上
、
伯
勞
夏
至
後
應
陰
而
殺

蛇
磔
之
於
棘
而
於
上
。『
悪
鳥
論
』
云
、
伯
勞
以
五
月
而
鳴
、
應
陰

氣
之
動
。
陽
爲
仁
養
、
陰
爲
殺
殘
賊
。
伯
勞
蓋
賊
害
之
鳥
也
。
其
聲

鵙
鵙
、
故
以
其
音
名
也
。『
類
從
』
云
鵙
在
上
蛇
伏
不
動
。『
禽
経

注
』
云
、
形
似
鸜
鵒
喙
黃
、
伯
勞
喙
黒
。
楊
用
修
云
、
性
能
擊
搏
鷹

集
于
林
、
則
盤
旋
鳴
聒
。
俟
鷹
飛
輒
撃
之
。
蜀
中
名
駕
鵹
。
五
更
輒

鳴
不
止
至
曙
乃
息
。
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曰
「
梟
、
鳥
名
、
食
母
。
破
鏡
、
獸
名
、
食
父
。
黃
帝
欲
絕

其
類
、
使
百
吏
祠
皆
用
之
。
破
鏡
如
貙
而
虎
眼
。」
如
淳
曰

「
漢
使
東
郡
送
梟
、
五
月
五
日
作
梟
羹
以
賜
百
官
。
以
其
惡

鳥
、
故
食
之
也
。」
師
古
曰
「
解
祠
者
、
謂
祠
祭
以
解
罪
求

福
。」

（
張
晏
曰
く
「
黃
帝
は
五
帝
の
首
也
。
歲
の
始
也
。
梟
は
惡

逆
の
鳥
。
方
士
虛
誕
し
て
歲
始
を
以
て
凶
災
を
祓
除
し
、
神

仙
の
帝
を
し
て
惡
逆
の
物
を
食
ら
わ
し
め
、
天
下
の
逆
を
爲

す
者
を
し
て
破
滅
訖
竟
し
、
遺
育
有
る
こ
と
無
か
ら
し
む
る

を
云
う
也
」
と
。
孟
康
曰
く
「
梟
は
鳥
名
に
し
て
、
母
を
食

う
。
破
鏡
は
獸
名
に
し
て
、
父
を
食
う
。
黃
帝
は
其
の
類
を

絶
や
さ
ん
と
欲
し
、
百
吏
を
し
て
祠
る
に
皆
之
を
用
い
し
む
。

破
鏡
貙
に
し
て
虎
眼
の
如
し
」
と
。
如
淳
曰
く
「
漢
は
東
郡

を
し
て
梟
を
送
ら
し
め
、
五
月
五
日
に
梟
羹
を
作
り
以
て
百

官
に
賜
う
。
其
の
惡
鳥
な
る
を
以
て
、
故

こ
と
さ
らに
之
を
食
う
也
」

と
。
師
古
曰
く
「
解
祠
は
、
祠
祭
し
以
て
罪
を
解
き
福
を
求

む
る
を
謂
う
」
と
。）

こ
の
習
俗
は
『
淮
南
子
』
説
林
訓
に
も
、

鼓
造
辟
兵
、
壽
盡
五
月
之
望
【
高
誘
】
鼓
造
、
蓋
謂
梟
。
一

曰
、
蝦
蟇
。
今
世
人
五
月
望
作
梟
羹
。

（
鼓
造
は
兵
を
辟
く
れ
ば
、
壽
五
月
の
望
に
盡
く
。【
高

誘
】
鼓
造
、
蓋
し
梟
を
謂
わ
ん
。
一
に
蝦
蟇
と
曰
う
。
今
世

の
人
五
月
の
望
に
梟
羹
を
作
る
。）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
漢
代
に
は
五
月
に
梟
を
殺
す
習

俗
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
季
節
に
対
す
る
意
味
づ
け
と
孝
思
想

五
月
夏
至
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、『
漢
書
』
張
晏
注
が
い
う

「
歳
始
」
も
季
節
の
転
換
点
に
あ
る
。『
説
文
』「
故
日
至
捕
梟
磔

之
」
も
、
段
注
が
「
漢
儀
、
夏
至
賜
百
官
梟
羹
」
と
す
る
こ
と
か

ら
（【
表
1
】
参
照
）、
こ
の
類
例
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
か
つ

『
説
文
』
の
「
磔
」
は
『
礼
記
』
月
令
に
、

九
門
磔
攘
、
以
畢
春
氣
。

（
九
門
磔
攘
し
、
以
て
春
氣
を
畢お

う
。）

と
あ
り
、
季
節
の
転
換
を
促
す
祭
儀
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
梟
に

関
わ
る
習
俗
も
季
節
祭
の
一
つ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る）

26
（

。
特
に
五

月
は
「
悪
月
」
と
も
い
わ
れ）

27
（

、
こ
の
時
季
の
諸
行
事
は
邪
気
払
い

が
主
眼
と
さ
れ
る）

28
（

。『
漢
書
』
張
晏
注
の
「
祓
除
凶
災
」
や
『
淮

南
子
』
の
「
辟
兵
」
を
踏
ま
え
れ
ば
、
梟
に
関
わ
る
習
俗
も
、
季

節
の
転
換
点
に
お
け
る
邪
気
祓
い
を
目
的
と
し
て
い
た
可
能
性
が

高
い）

29
（

。
し
か
し
、
三
国
魏
の
孟
康
は
「
梟
、
鳥
名
、
食
母
。
破
鏡
、
獸
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名
、
食
父
。
黃
帝
欲
絶
其
類
、
使
百
吏
祠
皆
用
之
」
と
し
て
、
父

母
を
害
す
る
悪
物
を
滅
ぼ
す
と
い
う
孝
の
観
点
か
ら
こ
の
習
俗
を

説
明
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
祭
儀
の
意
味
づ
け
に
変
化
が
起

き
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

も
う
一
度
、
漢
代
に
お
け
る
「
孝
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

池
澤
優
氏
に
よ
れ
ば
、
父
系
出
自
理
念
が
社
会
構
造
の
基
盤
と

な
っ
て
い
た
西
周
・
春
秋
時
代
と
違
っ
て
、
戦
国
時
代
に
は
す
で

に
親
族
倫
理
が
社
会
構
成
の
倫
理
的
支
柱
で
は
な
く
な
っ
て
お
り
、

こ
の
段
階
で
の
孝
は
、
家
庭
内
の
親
子
間
の
愛
情
と
従
順
の
倫
理

で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
孝
思
想
は
こ
の
よ
う
な
親
族
倫
理
を

媒
介
と
し
て
、
よ
り
普
遍
的
な
社
会
倫
理
を
論
じ
る
指
向
を
持
つ

と
す
る）

30
（

。

五
月
の
ふ
く
ろ
う
の
習
俗
に
つ
い
て
、
漢
魏
の
注
釈
は
お
そ
ら

く
、
君
主
が
臣
下
に
父
母
を
害
す
る
「
不
孝
」
の
鳥
獣
を
撲
滅
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
下
の
悪
賊
を
一
掃
し
よ
う
と
い
う
治
世

を
想
定
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
解
釈
は
、
孝
思
想

を
媒
介
と
し
て
天
下
秩
序
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
、
孝
治
の
観
点

を
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
漢
代
か
ら
六
朝
に
か
け
て

形
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
孝
子
伝
（
伯
奇
伝
・
曾
参
伝
）
が
、「
鵄

梟
」
を
不
孝
鳥
と
し
て
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
漢
代
以
降
、

ふ
く
ろ
う
が
孝
思
想
の
文
脈
に
取
り
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
漢
魏
の
学
者
が
、
孝
思
想
に
よ
っ
て
古
い
祭
儀
を
解

釈
す
る
こ
と
は
、
何
ら
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

生
物
学
者
ポ
ー
ル
・
シ
ェ
パ
ー
ド
は
「
動
物
た
ち
は
観
念
の
具

体
的
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
ま
た
秩
序
モ
デ
ル
と
し
て
奉
仕
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
観
念
を
操
作
す
る
手
段
と
し
て
仕
え
て
い
た
」

と
述
べ
る）

31
（

。
孝
子
伝
な
ど
に
見
え
る
「
不
孝
鳥
」
と
し
て
の

「
梟
」
は
、
孝
治
を
理
想
と
す
る
社
会
的
倫
理
観
の
中
で
、
ま
さ

に
不
孝
と
い
う
観
念
の
具
体
的
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
機
能
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

（
三
）
五
月
と
不
孝

五
月
の
禁
忌
の
説
明
に
孝
の
理
論
が
用
い
ら
れ
る
例
は
、
こ
の

他
に
も
見
ら
れ
る
。『
史
記
』
孟
嘗
君
列
伝
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

初
、
田
嬰
有
子
四
十
餘
人
。
其
賤
妾
有
子
名
文
。
文
以
五
月

五
日
生
。
嬰
告
其
母
曰
「
勿
舉
也
。」
其
母
竊
舉
生
之
。
及

長
、
其
母
因
兄
弟
而
見
其
子
文
於
田
嬰
。
田
嬰
怒
其
母
曰

「
吾
令
若
去
此
子
、
而
敢
生
之
、
何
也
。」
文
頓
首
因
曰
「
君

所
以
不
舉
五
月
子
者
、
何
故
。」
嬰
曰
「
五
月
子
者
、
長
與

戸
齊
、
將
不
利
其
父
母
。」

（
初
め
、
田
嬰
に
子
四
十
餘
人
有
り
。
其
の
賤
妾
に
子
有
り

文
と
名
づ
く
。
文
五
月
五
日
を
以
て
生
ま
る
。
嬰
其
の
母
に
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告
げ
て
曰
く
「
舉
ぐ
る
こ
と
勿
き
也
」
と
。
其
の
母
竊ひ
そ

か
に

之
を
舉
げ
生
む
。
長
ず
る
に
及
び
、
其
の
母
兄
弟
に
因
り
て

其
の
子
文
を
田
嬰
に
見
せ
し
む
。
田
嬰
、
其
の
母
に
怒
り
て

曰
く
「
吾
れ
若な

ん
じを
し
て
此
の
子
を
去
ら
し
む
れ
ど
、
敢
え
て

之
を
生
む
は
、
何
ぞ
也
？
」
と
。
文
頓
首
し
因
り
て
曰
く

「
君
の
五
月
の
子
を
擧
げ
ざ
る
所
以
は
、
何
故
な
ら
ん
？
」

と
。
嬰
曰
く
「
五
月
の
子
は
、
長た

け

戸
と
齊
し
け
れ
ば
、
將
に

其
の
父
母
を
利
せ
ず
」
と
。

漢
代
に
は
五
月
に
生
ま
れ
た
子
が
父
母
の
不
利
益
に
な
る
と
い

う
禁
忌
が
広
く
信
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ）

32
（

。『
論
衡
』
四
諱
に
は
、

四
曰
諱
舉
正
月
・
五
月
子
。
以
爲
正
月
・
五
月
子
殺
父
與
母
、

不
得
。
已
舉
之
、
父
母
禍
死
、
則
信
而
謂
之
真
矣
。
…
…
世

俗
所
諱
、
虛
妄
之
言
也
。

（
四
に
曰
く
、
正
月
・
五
月
の
子
を
舉
ぐ
る
を
諱
む
。
以お

爲も

え
ら
く
正
月
・
五
月
の
子
は
父
と
母
と
を
殺
せ
ば
、
得
ず
と
。

已
に
之
を
舉
げ
、
父
母
の
禍
あ
り
て
死
せ
ば
、
則
ち
信
じ
て

之
を
真
と
謂
う
矣
。…
…
世
俗
の
諱
む
所
、
虛
妄
の
言
也
。）

と
あ
り
、
俗
に
正
月
と
五
月
生
ま
れ
の
子
は
父
母
を
殺
す
と
信
じ

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
時
季
が
、
ふ
く
ろ
う
を
捕
ら

え
る
習
俗
（
歳
始
・
五
月
）
と
重
な
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

古
代
に
お
い
て
、
生
ん
だ
子
供
を
養
育
し
な
い
理
由
は
貧
困
や

戦
乱
な
ど
に
よ
る
も
の
も
多
く
、
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る）

33
（

。『
後
漢
書
』
賈
彪
列
伝
に
は
、

小
民
困
貧
、
多
不
養
子
、
彪
嚴
爲
其
制
、
與
殺
人
同
罪
。

（
小
民
困
貧
に
し
て
、
子
を
養
わ
ざ
る
も
の
多
く
、
彪
、
嚴

し
く
其
の
制
を
爲
し
、
殺
人
と
同
罪
と
す
。）

と
あ
り
、
不
養
は
殺
人
と
同
罪
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
睡
虎
地
秦
簡

の
法
律
答
問
に
も
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

擅
殺
子
、
鯨
爲
城
旦
舂
。
其
子
新
生
而
有
怪
物
其
身
、
及
不

全
而
殺
之
、
勿
罪
。

（
擅

ほ
し
い
ま
まに
子
を
殺
す
は
、
鯨
城
旦
舂
と
爲
す
。
其
の
子
新
た

に
生
れ
て
怪
物
其
の
身
に
有
り
、
及
び
不
全
に
し
て
之
を
殺

す
は
、
罪
す
る
な
か
れ
。）

原
則
的
に
、
子
供
を
殺
す
者
は
処
罰
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る）

34
（

。

し
か
し
、
異
常
出
生
の
場
合
、
罪
に
問
わ
れ
な
か
っ
た
。
正
月
・

五
月
生
ま
れ
の
子
供
を
養
育
し
な
い
こ
と
に
し
て
も
、
嬰
児
を
殺

す
こ
と
に
変
わ
り
な
く
、
後
漢
に
は
非
難
の
対
象
と
な
っ
て
い
た

よ
う
だ）

35
（

。

特
定
の
日
に
生
ま
れ
た
子
供
を
忌
む
習
俗
は
、
睡
虎
地
秦
簡
・

日
書
・
乙
種
生
篇
に
も
見
え
る）

36
（

。
こ
こ
に
は
、

凡
己
巳
生
、
勿
擧
。
不
利
父
母
、
男
子
爲
人
臣
、
女
子
爲
人

妾
。
庚
子
生
、
不
出
三
日
必
死
。



ふ
く
ろ
う
の
イ
メ
ー
ジ
と
不
孝
に
つ
い
て
の
一
試
論

三
四
七
（
三
四
七
）　

（
凡
そ
己
巳
に
生
ま
る
る
は
、
擧
ぐ
る
こ
と
勿
か
れ
。
父
母

を
利
せ
ず
し
て
、
男
子
は
人
臣
と
爲
り
、
女
子
は
人
妾
と
爲

ら
ん
。
庚
子
に
生
ま
る
る
は
、
三
日
を
出
で
ず
し
て
必
ず
死

せ
ん
。）

と
あ
り
、「
不
利
父
母
」
と
い
う
孟
嘗
君
の
故
事
に
よ
く
似
た
占

辞
が
見
え
る
。
中
国
古
代
、
占
い
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
子
供

を
忌
み
養
育
し
な
い
例
は
、
す
で
に
殷
代
卜
辞
に
見
ら
れ
、
占
術

と
深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る）

37
（

。
伝
世
文
献
に
見

え
る
五
月
生
ま
れ
の
子
供
を
養
育
し
な
い
俗
信
も
、
本
来
は
こ
う

し
た
占
術
の
中
に
位
置
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か）

38
（

。
日
書
に

見
え
る
忌
日
は
、
漢
代
以
降
五
月
（
正
月
）
に
集
約
さ
れ
、
占
日

と
い
う
算
命
学
的
理
論
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
不
孝
」
と
い
う
道
徳

的
な
理
論
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

五
月
に
生
ま
れ
た
子
を
不
孝
と
し
て
忌
む
例
は
、
戦
国
末
か
ら

漢
代
に
か
け
て
形
成
・
流
行
し
た
孝
思
想
の
体
系
の
中
で
、
諸
習

俗
が
孝
思
想
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
た
こ
と
の
傍
証
と
な
る
だ
ろ
う
。

「
梟
」
と
「
鵙
」
の
共
通
点
で
あ
る
五
月
夏
至
と
い
う
季
節
自
体

に
、
不
孝
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、「
梟
」
と
「
鵙
」
が
「
不

孝
鳥
」
と
し
て
混
同
さ
れ
て
い
く
過
程
に
は
、
不
孝
の
性
質
を
帯

び
る
五
月
の
季
節
性
が
媒
介
と
な
っ
て
、
不
孝
の
イ
メ
ー
ジ
に
引

き
つ
け
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

以
上
、「
梟
」
に
付
与
さ
れ
た
「
不
孝
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
ふ
く
ろ
う
の
実
態
に
反
す
る

「
不
孝
」「
食
母
」
と
い
う
性
格
は
、
悪
月
で
あ
る
五
月
の
禁
忌
が

不
孝
の
理
論
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
た
こ
と
、「
梟
」
を
捕
ら
え
る

習
俗
が
そ
の
五
月
に
行
わ
れ
、
そ
れ
を
漢
魏
の
注
釈
家
が
不
孝
の

理
論
で
説
明
し
た
こ
と
、
そ
し
て
「
梟
」
が
孝
子
伝
な
ど
孝
思
想

を
色
濃
く
反
映
し
た
説
話
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て

付
与
さ
れ
た
可
能
性
を
提
示
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
五
月
生
ま
れ
の
子
を
忌
む
「
不
孝
」
と
「
梟
」
の

「
不
孝
」
を
直
接
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
拙
論
は
一
つ
の

仮
説
を
提
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
ふ
く
ろ
う
が
持
つ
猛
禽
の
凶
暴

性
や
、
夜
行
性
と
い
う
一
般
的
な
鳥
た
ち
と
は
「
逆
」
の
生
態
な

ど
、
ふ
く
ろ
う
を
悪
と
す
る
の
は
様
々
な
要
因
が
絡
み
合
っ
て
生

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ふ
く
ろ
う
類
に
比
定
さ
れ
る

「
鴞
」
や
「
鵂
」
な
ど
多
く
の
鳥
名
の
中
で
、「
不
孝
」
と
さ
れ
る

の
は
原
則
的
に
「
梟
」
の
み
で
あ
る
。
鳥
名
解
釈
の
混
同
で
示
し

た
よ
う
に
、
複
数
の
鳥
が
一
つ
の
鳥
名
を
共
有
し
、
ま
た
同
時
に

一
つ
の
鳥
が
複
数
の
鳥
名
を
持
つ
と
い
う
複
雑
な
状
況
の
中
で
、

な
ぜ
他
の
鳥
名
と
「
不
孝
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
共
有
さ
れ
な
か
っ
た
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か
と
い
う
問
題
が
残
る
。
と
は
い
え
、
ふ
く
ろ
う
の
持
つ
多
様
な

イ
メ
ー
ジ
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
た
い
。

註（1
）　

日
本
で
は
、
一
般
的
に
耳
の
よ
う
な
羽
（
羽
角
）
が
あ
る
も
の

を
「
み
み
ず
く
」
と
呼
ぶ
が
、
現
在
の
生
物
学
で
は
、
羽
角
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
総
じ
て
フ
ク
ロ
ウ
目
（Strigiform

es

）
に
分
類

さ
れ
る
。『
本
草
綱
目
』
に
よ
る
と
、
そ
の
名
称
に
は
（
鴟
鵂
）
角

鴟
・
怪
鴟
・
雚
・
老
兔
・
鉤
鵅
・
鵋
䳢
・
轂
轆
鷹
・
呼
咵
鷹
・
夜

食
鷹
、（
鴞
）
梟
鴞
・
土
梟
・
山
鴞
・
雞
鴞
・
鵩
・
訓
狐
・
流
离
・

𩴂
魂
な
ど
多
数
あ
り
、「
鴟
」「
梟
」「
鴞
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多

い
。
本
稿
で
は
特
に
名
称
を
限
定
し
な
い
場
合
、
総
称
と
し
て

「
ふ
く
ろ
う
」
と
呼
ぶ
。

（
2
）　

拙
論
「
中
国
古
代
に
お
け
る
悪
鳥
観
」（『
日
本
秦
漢
史
研
究
』

第
十
五
号
、
二
〇
一
四
年
ａ
）
及
び
「
漢
代
画
像
石
に
見
え
る
ふ

く
ろ
う
の
表
象
」（『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
第
十
八
号
、
二
〇
一

四
年
ｂ
）。

（
3
）　
「
臣
敞
欲
動
觀
其
意
、
即
以
惡
鳥
感
之
、
曰
、
昌
邑
多
梟
。」

（
4
）　
「
柏
常
騫
曰
、
君
爲
臺
甚
急
、
臺
成
。
君
何
爲
而
不
踊
焉
？
公

曰
、
然
。
有
梟
昔
者
鳴
、
聲
無
不
爲
也
。
吾
惡
之
甚
、
是
以
不
踊

焉
。」

（
5
）　

例
え
ば
、『
左
伝
』
襄
公
三
十
年
に
「
或
叫
于
宋
大
廟
曰
、
譆

譆
出
出
。
鳥
鳴
于
亳
社
、
如
曰
譆
譆
。
甲
午
、
宋
大
災
、
宋
伯
姬

卒
」
と
あ
る
。
詳
細
は
拙
論
（
二
〇
一
四
年
ａ
）
参
照
。

（
6
）　

鄭
玄
は
『
周
礼
』
秋
官
・
硩
蔟
氏
の
「
硩
蔟
氏
、
掌
覆
夭
鳥
之

巢
」
に
対
し
て
「
覆
猶
毀
也
。
夭
鳥
、
惡
鳴
之
鳥
。
若
鴞
鵩
」
と

注
し
て
い
る
。

（
7
）　

拙
論
（
二
〇
一
四
年
ａ
）
参
照
。

（
8
）　

加
地
伸
行
『
孝
経
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
七
年
）
四
七-

一
四

九
頁
。

（
9
）　

池
澤
優
『「
孝
」
思
想
の
宗
教
学
的
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
二
年
）
三
〇
五-

三
二
七
頁
。

（
10
）　
『
孝
子
伝
』
は
漢
代
以
降
多
く
編
纂
さ
れ
た
が
、
中
国
で
は
早

く
に
散
佚
し
、
完
本
は
日
本
の
陽
明
本
と
船
橋
本
し
か
伝
存
し
て

お
ら
ず
、
そ
の
う
ち
の
陽
明
本
は
、
六
朝
以
降
の
改
編
を
受
け
て

は
い
る
が
、
漢
代
孝
子
伝
の
面
影
を
残
し
て
い
る
と
さ
れ
る
（
幼

学
の
会
編
『
孝
子
伝
注
解
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年
、
三-

九

頁
）。
テ
キ
ス
ト
は
前
掲
『
孝
子
伝
注
解
』
に
よ
っ
た
。

（
11
）　

船
橋
本
で
は
た
だ
「
飛
鳥
」
と
す
る
。

（
12
）　
『
韓
詩
外
伝
』
巻
七
に
は
「
伯
奇
孝
而
棄
於
親
」
と
あ
る
。
ま

た
『
説
苑
』（
佚
文
）
に
も
「
王
國
子
前
母
子
伯
奇
、
後
母
子
伯
封
。

後
母
欲
其
子
立
爲
太
子
…
…
乃
逐
伯
奇
也
（
引
『
後
漢
書
』
黃
瓊

傳
注
）」
と
あ
る
。

（
13
）　
「
梟
」
が
母
の
目
を
啄
む
こ
と
は
西
晋
の
伝
張
華
注
『
禽
経
』

に
「
梟
鴟
害
母
。【
張
華
注
】
梟
在
巢
、
母
哺
之
。
羽
翼
成
、
啄
母

目
、
翔
去
也
」
と
あ
る
。

（
14
）　

船
橋
本
で
は
「
隣
境
有
兄
弟
二
。
或
人
曰
、
此
人
等
有
飢
饉
之

時
、
食
己
母
。
參
聞
之
、
乃
廻
車
而
避
、
不
入
其
境
。
是
四
孝
也
。

魯
有
鵄
梟
。
聞
之
声
者
、
莫
不
爲
厭
。
參
至
前
曰
、
汝
声
爲
諸
人

厭
。
宜
韜
之
勿
出
。
鳥
乃
聞
之
遠
去
、
又
不
至
其
郷
。
是
五
孝

也
」
と
し
て
、
四
孝
の
母
を
食
ら
う
一
節
が
よ
り
直
接
的
に
表
現



ふ
く
ろ
う
の
イ
メ
ー
ジ
と
不
孝
に
つ
い
て
の
一
試
論

三
四
九
（
三
四
九
）　

さ
れ
、
鵄
梟
に
つ
い
て
は
食
母
の
表
現
が
な
く
声
に
つ
い
て
の
み

触
れ
る
。
た
だ
、
曾
参
の
孝
を
挙
げ
る
内
容
で
あ
る
た
め
、
船
橋

本
の
「
鵄
梟
」
も
単
な
る
悪
声
の
鳥
で
は
な
く
不
孝
鳥
と
み
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

（
15
）　

こ
れ
ら
各
孝
子
伝
に
つ
い
て
は
黒
田
彰
氏
の
「
伯
奇
贅
語
」

（
黒
田
彰
『
孝
子
伝
図
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
、
七
三

八-

八
〇
二
頁
所
収
）
及
び
「
曾
参
贅
語
」（
黒
田
彰
、
前
掲
書
、

四
六
三-

五
一
五
頁
所
収
）
に
詳
し
い
。

（
16
）　
「
令
禽
悪
鳥
論
」
は
版
本
に
よ
っ
て
字
の
異
同
や
節
略
が
多
い

が
、
論
の
展
開
は
一
致
し
て
い
る
。
ひ
と
ま
ず
張
幼
文
校
注
『
曹

植
集
校
注
』（
北
京
：
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
に
拠
っ

た
。

（
17
）　

こ
の
「
七
月
鳴
穀
」
は
現
行
『
毛
詩
』
の
「
七
月
鳴
鵙
」
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
鄭
玄
は
「
伯
勞
鳴
、
將
寒
之
候
也
。

五
月
則
鳴
。
豳
地
晚
寒
、
鳥
物
之
候
從
其
氣
焉
」
と
す
る
。
こ
の

「
七
月
」
と
「
五
月
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
清
・
毛
奇
齡
『
続
詩
伝

鳥
名
巻
』
は
「
周
正
七
月
即
夏
正
五
月
者
然
而
詩
文
多
用
夏
正
、

豳
風
亦
然
」
と
、
周
と
夏
の
暦
の
違
い
に
よ
る
と
す
る
。

（
18
）　

唐
・
陳
蔵
器
『
本
草
拾
遺
』（『
証
類
本
草
』
所
引
）「
鴞
」
に

「
乃
云
作
笑
声
當
有
人
死
」
と
あ
る
。

（
19
）　
「
子
曰
、
小
子
何
莫
學
夫
詩
？
詩
可
以
興
、
可
以
觀
、
可
以
羣
、

可
以
怨
。
邇
之
事
父
、
遠
之
事
君
。
多
識
於
鳥
獸
草
木
之
名
」

（
20
）　
『
爾
雅
』
郭
璞
注
と
『
草
木
疏
』
の
前
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

郭
璞
は
東
晋
の
人
物
で
、『
山
海
経
』
や
『
穆
天
子
伝
』
な
ど
に
注

を
施
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
一
方
、
陸
氏
『
草
木
疏
』
は
三
国

呉
の
陸
璣
の
撰
と
す
る
説
が
有
力
で
は
あ
る
が
、
説
郛
本
な
ど
一

部
の
版
本
で
は
唐
代
の
人
物
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
書
は
成
立

に
不
明
な
点
が
多
く
、
郭
璞
と
の
前
後
関
係
を
確
定
し
が
た
い
。

詳
し
く
は
小
林
清
市
「
陸
疏
の
素
描
」（『
中
国
博
物
学
の
世
界
』

農
山
漁
村
文
化
協
会
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

（
21
）　
「
鵄
」
は
『
集
韻
』
に
「
同
鴟
」
と
あ
る
。

（
22
）　

そ
れ
ぞ
れ
（
倭
名
類
聚
抄
）
及
び
﹇
本
草
綱
目
啓
蒙
﹈
に
拠
っ

て
和
名
を
付
せ
ば
、【
Ａ
】
梟
（
フ
ク
ロ
ウ
）
＝
鴞
﹇
フ
ク
ロ
ウ
﹈

＝
鴟
（
ト
ビ
）
＝
鴟
鴞
＝
鸋
鴂
＝
鷦
𪃦
（
ミ
ソ
サ
ザ
イ
）【
Ｂ
】
鵙

（
モ
ズ
）
＝
伯
労
﹇
モ
ズ
﹈
＝
鶗
鴂
と
な
る
。

（
23
）　

山
田
純
「「
鷦
鷯
」
と
い
う
名
の
天
皇
│
鳥
名
と
易
姓
革
命
」

（『
日
本
文
学
』
第
五
十
七
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
八
年
）。
こ
れ
に
対

し
て
、
黒
田
氏
は
、
基
本
的
に
は
山
田
氏
の
説
を
支
持
す
る
も
、

資
料
解
釈
に
誤
り
が
あ
る
と
し
て
若
干
の
訂
正
を
加
え
て
い
る

（
黒
田
彰
「
鵄
梟
と
伯
労
│
「「
鷦
鷯
」
と
い
う
名
の
天
皇
」
読

後
」『
日
本
文
学
』
第
五
十
八
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
24
）　

谷
口
慎
次
「
鵙
と
梟
に
つ
い
て
│
そ
の
混
同
と
受
容
」（『
仏
教

大
学
大
学
院
紀
要
（
文
学
研
究
篇
）』
第
三
十
八
号
、
二
〇
一
〇

年
）。

（
25
）　

谷
口
前
掲
論
文
。

（
26
）　

季
節
の
転
換
点
と
捕
鳥
の
関
係
に
つ
い
て
は
伊
藤
清
司
氏
も
指

摘
し
て
い
る
（
伊
藤
清
司
「
古
代
中
国
の
射
礼
」『
民
族
学
研
究
』

二
十
三
巻
第
三
号
、
一
九
五
九
年
）。

（
27
）　
『
荊
楚
歳
時
記
』
に
「
五
月
俗
稱
悪
月
、
多
禁
」
と
さ
れ
る
。

な
ぜ
悪
月
と
す
る
か
、
は
っ
き
り
し
た
理
由
は
分
か
っ
て
い
な
い

が
、
特
に
南
方
の
真
夏
は
気
温
が
上
が
り
多
湿
で
あ
る
た
め
、
細

菌
が
繁
殖
し
や
す
く
疫
病
が
蔓
延
し
や
す
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

三
五
〇
（
三
五
〇
）　

に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
中
村
裕
一
『
中
国

古
代
の
年
中
行
事
』
第
二
冊
夏
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
、
三

五
五
頁
及
び
王
利
華
「
端
午
風
俗
中
的
人
与
環
境
」『
南
開
学
報

（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
二
〇
〇
八
年
第
二
期
な
ど
）。

（
28
）　

中
村
喬
『
中
国
の
年
中
行
事
』（
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
）
一

三
一-
一
三
四
頁
。

（
29
）　
『
四
時
纂
要
』
正
月
に
「
正
月
元
日
、
以
鵲
巣
焼
之
著
厠
、
辟

兵
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
月
に
も
鳥
に
関
わ
る
「
辟
兵
」
の
呪

い
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
中
村
裕
一
氏
は
こ
の
「
辟
兵
」
の

「
兵
」
を
「
病
」
と
同
音
と
し
て
、
病
を
避
け
る
意
味
で
あ
ろ
う
と

す
る
（
中
村
裕
一
『
中
国
古
代
の
年
中
行
事
』
第
一
冊
春
、
汲
古

書
院
、
二
〇
〇
九
年
、
一
四
一
頁
）。

（
30
）　

池
澤
前
掲
書
、
二
九
四
頁
。

（
31
）　

ポ
ー
ル
・
シ
ェ
パ
ー
ド
『
動
物
論
│
思
考
と
文
化
の
起
源
に
つ

い
て
』（
寺
田
鴻
訳
、
ど
う
ぶ
つ
社
、
一
九
九
一
年
。
原
書
は

Paul Shepard, T
hinking A

nim
als̶

A
nim

als and the D
e-

velopm
ent of H

um
an Intelligence, N

ew
 Y

ork: T
he V

i-
king Press, 1978

）
二
六
一
頁
。

（
32
）　

五
月
五
日
と
い
う
忌
日
に
つ
い
て
、
池
田
温
氏
に
よ
れ
ば
、
重

数
節
日
が
魏
晋
時
代
ま
で
し
か
遡
る
こ
と
が
で
き
ず
、『
史
記
』
孟

嘗
君
列
伝
の
古
写
本
に
は
「
五
日
」
の
二
字
が
な
く
、
後
世
の
竄

入
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
（
池
田
温
「
中
国
古
代
に
お
け
る
重
数

節
日
の
成
立
」『
中
国
古
代
史
研
究
』
第
六
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九

八
九
年
）。

（
33
）　

李
貞
徳
「
漢
隋
之
間
的
「
生
子
不
挙
」
問
題
」（『
中
央
研
究
院

歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
六
十
六
本
第
三
分
、
一
九
九
五
年
）。

（
34
）　

王
子
今
「
秦
漢
〝
生
子
不
挙
〞
現
象
和
棄
嬰
故
事
」（『
史
学
月

刊
』
二
〇
〇
七
年
第
八
期
）。

（
35
）　
『
後
漢
書
』
張
奐
列
伝
に
「
復
拜
武
威
太
守
。…
…
其
俗
多
妖
忌
、

凡
二
月
・
五
月
産
子
及
與
父
母
同
月
生
者
、
悉
殺
之
。
奐
示
以
義

方
、
嚴
加
賞
罰
、
風
俗
遂
改
、
百
姓
生
爲
立
祠
」
と
あ
る
。

（
36
）　

以
下
に
引
く
睡
虎
地
秦
簡
日
書
は
劉
楽
賢
『
睡
虎
地
秦
簡
日
書

研
究
』（
台
北
：
文
津
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
に
拠
る
。

（
37
）　

李
志
剛
「
中
国
上
古
時
期
的
〝
生
子
不
挙
〞」（『
古
代
文
明
』

第
五
巻
第
三
期
、
二
〇
一
一
年
）。

（
38
）　

李
貞
徳
氏
は
こ
れ
ら
を
「
時
日
禁
忌
」
と
す
る
（
李
貞
徳
、
前

掲
論
文
）。


